
ワークシート1: まとめ
	

	

	学んだこと
これから実行すること
	連絡先

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


ワークシート2：測定可能な目標の事例
以下は、ある地域社会におけるニーズ、および地元の学校、所得創出、雇用に関する問題に対応するために補助金プロジェクト委員会が選定したプロジェクトの事例研究です。これをまず読んでから少人数のグループに分かれ、地元でのニーズやクラブのリソース（人材や資金）を考慮して、これ以外に計画・実行可能なプロジェクトを一件特定してください。さらに、そのプロジェクトの目標を一つ以上定め、それらの目標への達成度をどのように測定するかを決めてください。 

事例研究 
	不景気に悩む人口50万の都市圏にある、リバービュー・ロータリー・クラブは、地域社会のニーズ調査を行いました。クラブの会員は、隣国にあり、以前協力して活動したことのあるマウンテンサイド・ロータリー・クラブと組んで、2年間、地元で多くの課題を抱えている一地域に活動の的を絞ることにしました。両クラブは、ニーズ調査計画を立て、調査に使う資料も用意しました。
リバービュー・ロータリー・クラブは、2カ月かけて地域の住民や、地元地方自治体の当局者、雇用主、地元の教育および非営利団体のリーダーにインタビューしました。収集されたデータを検討する委員会の会合には、マウンテンサイドのロータリアンも参加し、その結果、候補プロジェクトが数件挙げられました。
ニーズ調査の結果、その地域では、多くのニーズがあることが分かりました。 
· 小学校レベルでの、生徒対教師の割合は、平均55対1である。
· 小中学校では、全生徒用の紙、ノート、教科書などの物資が不足している。
· 生徒たちの約60％は、高校に進学する前に学校教育をやめてしまう。地域の失業率は、22％に及んでいる。
· 地域住民の30％は、定期的に医療を受けることができず、医師は5人、看護婦は8人いるに過ぎない。
· 地域住民の75％が、多発している盗難事件を憂慮している。 
ニーズ調査の参加者は、「ボランティアとして地域の課題に取り組むとしたら、何の課題に取り組みたいですか」との質問に、学校問題や、所得創出・失業の課題への取り組みに最も熱意を示しました。
マウンテンサイドのロータリアンは教員研修や教育の分野での経験が豊かであり、また、マウンテンサイドには国内で屈指の医学校があります。 


	プロジェクトの例：教員研修の機会を提供するとともに、高校生のための職業訓練・雇用斡旋プログラムを立案・実施して、高等学校教育を改善するプロジェクト

	目標
地元高等学校、2校に於いて、計350人の高校生のために、職業ごとの専門訓練を6カ月間行う。
実施ステップ
· 実在する雇用機会にもっとも緊密に関連した職業研修カリキュラムを選定する。
· 高等学校2校において、研修プログラムを開始する。

· 教員の研修を行う。

· 卒業を控えた高校生のための雇用斡旋に参加する雇用主のネットワークを構築する

· 雇用斡旋手数料を設定し、プロジェクトの運営経費に充てる。  

測定方法
プロジェクトの目標達成度を測定するため、リバービュー・ロータリー・クラブは、以下を調査・記録するシステムをつくりました。 

· 本プログラムに参加している生徒の数
· 本プログラムに参加した生徒のうち、修了した生徒の数および割合
· 修了生のうち、就職した修了生の数および割合
· 本プログラムで就職した修了生のうち、6カ月後も同じ仕事を続けている修了生の
割合
プロジェクトを評価するには、生徒へのテストと事業主へのインタビューが欠かせないことが分かり、研修の前と後にこうしたテストやインタビューを行うことで、カリキュラム改善の手掛かりとなりました。また、プログラムを中途で辞めた生徒に直接話を聞いたり、修了生に雇用から6カ月後にインタビューした結果を、少しずつ、プログラム参加率の向上に生かすことができました。 


	プロジェクト： 


	目標
実施ステップ 
達成の測定方法
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ワークシート4：持続可能性
以下の、ロータリー財団の「グローバル補助金プロジェクトの持続可能性の原則」と、下記の表にある最初の三つの例を参照してください。表の最後にある3件のプロジェクト例を読み、これらをより持続可能性の高いものとするには、どのような変更を加えたらいいかを考えてください。 

ロータリー財団の「グローバル補助金プロジェクトの持続可能性の原則」
ロータリー財団は、ロータリアンが、すべてのプロジェクトや活動に於いて以下の原則を守るよう強く奨励しています。
1.
グローバル補助金は、ロータリー財団の資金がすべて使用された後にもプロジェクトがもたらした影響を持続していくための活動と対策を組み込んだものとすること。

2.
グローバル補助金は、多様なレベルでの持続可能性を目指して取り組むものであること。
3. グローバル補助金は、可能な限り、地元のリソース、地域内の考え方や意見、現地の人々の知識を最大限に活用するものであること。
4. グローバル補助金は、天然資源基盤を大切にし、現地の環境を悪化させたり、破壊したりしないものであること。
5. グローバル補助金は、最大数の人々に恩恵を与えようと努めるものであること。
6. グローバル補助金は、財団の重点分野に関連する職業分野における画期的な新手法に貢献できるよう、奨学生やその他の人々を養成するものであること。
7. グローバル補助金は、自らが働く地域社会や職業に大きな影響を与え、効果を高められるよう、プロジェクトに参加する人々を養成するものであること。
8. グローバル補助金は、ロータリー地域社会共同隊など、草の根の人々や団体の意見やスキルを生かし、プロジェクトと活動の継続性を図るものであること。
	プロジェクト
	持続可能性を向上する方法

	避難キャンプに住む家族に園芸器具を寄付する
	避難キャンプで既に奉仕活動をしている団体と協力し、青少年を対象にした園芸･農作研修プログラムを実施することで、参加家族に栄養価の高い食料を提供するとともに、青少年に農作技術を教える。参加家族には、園芸器具を寄付する。

	中学校／高等学校に、経済上の改善、金銭管理能力の向上、収入創出に関する図書を寄付する。
	その中学校／高等学校と協力し、金銭管理、貯蓄、雇用について学ぶための、金銭能力育成プログラムを計画・実施する。研修には、さまざまな職場を見学したり、各生徒が自分の貯蓄口座を開設するなど、実践中心のアプローチを組み入れる。学校に、経済上の改善、金銭管理能力の向上、収入創出に関する図書を寄付する。

	僻村に井戸を掘る。
	地域社会の住民や政府当局者を委員に含めた水管理委員会を開設し、地域に於ける水管理のニーズを調査し、それに応える。地域に井戸を5基寄付し、職業研修チームを派遣して、住民に井戸の保守管理の方法を教える。  

	病院に新生児ICUを設置する。

	

	小学校に通う少女たちに、制服、教科書、文房具を提供するスポンサー制度をつくる。
	

	地元の病院に、予防接種用品(肝炎、結核、黄熱病など)を寄付する。
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ワークシート6：利害の対立に関する事例研究
以下の事例をお読みの上、少人数のグループに分かれて、その下の質問について話し合ってください。
事例研究1
エジプトのクラブ（実施国側）がベルギーのクラブ（援助国側）と協力して、教育支援プロジェクトのためのグローバル補助金を申請しました。このプロジェクトでは、今ある学校の設備を新しくし、教師の研修と採用のためのプログラムを新たに始めるというものです。実施国側クラブの補助金委員会が、修理の請負業者の入札を行い、3つの業者から見積書を取り寄せました。見積額はいずれも妥当なものでしたが、その中で最も質の良いサービスを提供している業者は、同クラブの会員が経営する会社です。
クラブは、会員が経営する業者を採用することができるでしょうか。
この場合、クラブが財団に公表すべき情報があるでしょうか。それはどのような情報でしょうか。
事例研究2
クラブは、水と衛生に関するプロジェクトを計画しています。このプロジェクトで地域の他団体と協力する予定ですが、クラブの補助金委員会の委員である会員が、この団体で理事を務めています。
これは利害の対立とみなされますか。
利害の対立が生じないよう、クラブはどのような対策を講じる必要がありますか。
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ワークシート8：クラブの資格チェックリスト
以下のチェックリストには、資格認定手続き、覚書（MOU）の順守、資格の維持のためにクラブが行うべき実行項目がまとめられています。資格要件の完全なリストは、「クラブの覚書」をご参照ください。
· クラブ会長エレクト、またはクラブが任命したほかの代表者が、地区で実施される補助金管理セミナーに出席する。
· クラブ会長とクラブ会長エレクトが「クラブの覚書」に署名し、地区に返送する。
· 地区が独自に資格要件を追加している場合、クラブはこの要件に従う。
資格要件の実行と維持
· 資格に関係する情報と書類が確実に保管されるよう、クラブ指導者の引継ぎ計画を立てる。
· 「覚書（MOU）」のセクション3に従い、クラブの補助金専用の銀行口座を開設し、資金の引き出しに際して署名をする2名の会員（瑕疵なき会員であり、署名人としての責務を理解している人）を選ぶ。
· 以下の項目を盛り込んだ財務管理計画を立てる。
· 標準的な会計基準を守る
· 資金を迅速かつ直接的な方法で支給する
· 収入と支出の明細書を別々に維持する
· 総勘定元帳を維持する
· 目録管理システムを確立する
· 補助金活動が地元の法律を順守していることを確認する
· 毎月、明細の照合と銀行残高調整を行う
· 銀行口座の管理引継ぎに関する計画を立てる
· 少なくとも5年間（該当する法律によってはそれ以上の期間）、以下を含むすべての必要書類を維持するため、ロータリアンが閲覧、利用できる場所に書類保管システムを確立する。
· 新地区補助金とグローバル補助金に関連する書類の原本
· クラブの参加資格認定にかかわる書類
· 計画と手続きに関する文書
· 補助金の使用に関し、ロータリー財団と地区の報告要件を満たす。
· 不正使用が疑われる場合には、地区に報告する。
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